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はじめに
Eヨ 近テレビなどでスポーツ選手がマウスガー ド
‡反 (MG)を装着 しているのをよく見かけるよう
になりました｡またMG装着 を義務化するスポーツ
競技も増加 しており,今後もMGの需要は増 してい
くものと思われます｡新潟病院スポーツ歯科外来でも,
これまでに様々なスポーツ競技者に対 してカスタムメ
イ ドマウスガー ド (CMG)を提供 しています1~6)｡
さて,CMGの製作方法としてシー ト成形法,半既
製品成形法,ロス トワックス法に分別 されます7)｡こ
の中でシー ト成形法は操作が比較的簡便で,精度の高
いCMGを製作することが可能であるため,現在最も
行われている方法と思われます｡成形シー トで製作さ
れるCMGはシングルレイヤーMGとマルチレイヤー
(ラミネー ト)MGに分別 されます7)｡シングルレイ
ヤーMGは成形シー ト1枚のみで,マルチレイヤー
MGは2枚以上重ね合わせて製作されます｡現在,成
形シー トの材料 としてEVA(エチレンー酢酸 ビニル
共重合樹脂)が最も多く使用されていると思われます｡
また最近,EVAの他にもオレフィン系熱可塑性エラ
ス トマー,スチレン系熱可塑性エラス トマーが材質の
成形シー トも販売されています｡現在までCMGに関
する著書は多 く出版 されており,主にEVAの成形
シー トを用いたCMG製作方法が記載されています｡
しかし他の成形シー トを用いたCMG製作方法に関 し
てはあまり記載されていない様に感じます｡そこで今
回は,昨年松風から新 しく発売されたオレフィン系成
形シー トを用いて,製作が比較的簡便で普及タイプと
して有用であるシングルレイヤーMGの製作方法に
ついて解説 したいと思います｡
(オレフィン系成形シー トCAPTURESHEETPRO仰
について)
昨年,松風 か らオレフィン系成形 シー トである
CAPTURESHEETPRO㊥が発売されました｡材質
であるオレフィン系熱可塑性エラス トマーは元々義歯
床の弾性裏装材に利用 されており,その後MG用の
成形シー トに応用されました｡熱可塑性エラス トマー
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の中では最も比重が小さく,加工性,耐候性に優れて
いる7)と言われています｡また熟溶着性 も優れている
事からマルチレイヤーMGを製作する時,接着材が
不要であるという利点もあります｡欠点として耐摩耗
性がやや低 い 7)事が挙 げ られます｡またCAPTURE
SHEETPRO⑧はシングルカラーとライン入りのツー
トンカラーのリバーシブルになっており,好きなデザ
インを選択することが可能です(図1)｡ またオレフィ
ン系成形シー トはCGKからもMG21R が発売されて
います｡
図1 CAPTURESHEETPRO■1 ｡
シングルカラーとライン入りのツー トンカラーのリ
バーシブルになっている｡
(CMGの製作について)
1.印象採得,頃合採符
ア
ルジネー ト印象材を用い歯肉頬移行部まで印象
採得 します｡また岐合器に付着 し製作する場合
は下顎も印象採得 します｡上顎模型のみでもシングル
レイヤー MG製作は可能ですが,反対岐合など校合
関係が難 しいケースは岐合器上で製作 した方がいいか
と思います｡また岐合の付与が困難な場合はマルチレ
イヤーMGを検討 します｡岐合採得はパラフィンワッ
クスやシリコン系岐合採得材を用いて中心口交合位にて
行います｡またノギスやジグを用いて挙上Flを決定 し,
岐合採得する方法もあります｡
2.作業糊倒製作
印
象採得後,硬石田を注入し作業模型を製作 しま
す.形態は馬蹄形にし,上顎前歯部はなるべく
垂直になるように トリミングします (図2-a,b)0
加圧型,吸引加圧型成形器 ごは成形力が強く馬蹄形に
しなくても成形可能ですが,吸引型成形器を用いる場
合,成形力が弱くエアーの抜ける工人が必要なため必
ず馬蹄形にします.模型の気泡は除去 し,治療中の歯,
a:成形しやすく,適合性を高めるため馬蹄形とする｡ b:上顎前歯部はなるべく垂直になるようにトリミング
する｡
図2 作業模型
歯列不正や矯正治療中の場合は石膏やレジンを用いて
ブロックアウトします｡なお岐合器装着時はスプリッ
トキャス ト法で付着すると後の技工操作が行いやすい
と思います｡また岐合器上で製作する場合,装着時チェ
アタイムの短縮になる利点もあります (図3)｡
図3 後の技工操作が行いやすいようスプ
リットキャスト法にて唆合器に装着す
る｡
a:唇頬側は歯肉頬移行部から2-3mm短い位置｡
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3.外形線の記入,分離材の塗布
唇
頬側は歯肉頬移行部から2-3mm短い位置
で,口蓋側は歯頚線に沿って設定します｡後縁
は原則として上顎第2大臼歯遠心まで覆います (図4
-a,b)｡ 装着時に違和感,嘩吐感を訴える場合は第
1大臼歯までとする場合もあります｡外形線は鉛筆や
サインペンを用いて記入します｡鉛筆で記入した場合,
成形後シー ト内面にタ用多線が転写され形態修正する時
の目安になります｡外形線記入後に分離材を塗布 しま
す｡分離材にはシー トを成形後,模型から外 しやすく
する目的があります｡また塗布せずに成形するとシー
ト内面が白っぽくなり透明感がなくなります｡ しかし
分離材の塗布は作業模型の通気性を低下させるので必
要最小限にします｡分離材には義歯床用レジン分離材
がよく使用されたりしますが,昨年松風からサーモ
フォーム用分離材 (アットバニッシュTF㈲)が発売
されました｡レジン分離材などは模型塗布後乾燥する
まで時間がかかりますが,この分離村は塗布後の乾燥
時間が短く,すぐにシー トの成形を行う事が可能です
(図5-a,b)｡
b:口蓋側は歯頚線に沿って設定,後縁は原則として上
顎第2大臼歯遠心まで覆う｡
図4 外形線の記入
a:アットバニッシュTFR
4.シー1､の成形
成
.一･一
L T ＼_ 一-~~
b:分離材の塗布は必要最小限とする｡
図5 分離村の塗布
形シー トは成形後の厚 さを考え,厚 さ3-4
mmのシー トを用います｡直接外力がカロわりや
すい前歯部唇側では2-3mmの厚さが必要と言われ
ています7)｡ しかし成形後,前歯部唇側の厚さが減少
してしまうため,特にシングルレイヤーMGでは工
夫が必要です｡そこでモール ドトランスポジションテ
クニック (MTPテクニック)があります｡このテク
ニックはシー トを圧接する直前に作業模型を前方に移
動させることによって前歯部の厚さを確保する方法8)
です｡
吸引加圧型成形器MODELCAPTURE印 (松風,図
6)に成形シー ト,作業模型をセットします｡ この成
形器は吸引,加圧の両方の性能を持ち,高い成形能力
を有 しており,適合性の高いCMGが製作可能です(義
近更に操作 し易 くなったMODELCAPTURE TRY恥
が発売されました)｡最初,作業模型を上顎前歯部が
模型台の中央にくるよう位置づけます｡成形シー トが
1.5-2.0cmほど垂れ下がった後, トレーフレームを
作業模型の上に下ろします｡この時まだ吸引のスイッ
チは入れないようにします｡その直後,作業模型の臼
歯部後端をゆっくりと押 しながら0.5-1.0cm前方向
へ移動させます｡移動後吸引,加圧のスイッチを入れ
10分程度圧接 します (図7-a,b,C)｡成形後,シー
ト材は模型から外さず十分な時間をおいて放冷 しま
す｡早く冷却 しようとして水に浸潰 したり,スプレー
などで急冷すると変形の恐れがあるため行わない方が
いいと思います｡
図6 吸引加圧型成形器MODELCAPTURE'R)
β7
芸i
a:シートを軟化後, トレーフレーム b:作業模型を前方向へ移動させる｡
を作業模型の上に下ろす｡
図7 シートの成形
a:成形後
5.外形の調整
模
b:模型外の部分をカットする｡
図8 外形の調整
型から取り出す時,CMGを変形させないよう
にすることが重要です｡金冠バサミを用いて模
型外の部分をカットします｡カット後臼歯部後端から
除去すると模型から外 しやすいです(図8-a,b,C)｡
また超音波カッターを用いると模型に付けた状態で
カットできるので有効ですが,模型も傷付けてしまう
ので注意が必要です｡軟性樹脂用カーバイドバーなど
を用いて唇頬側,口蓋側の辺縁部をなるべく移行的に
荒研磨 します (図9)∠
6.頃合調整,辺縁の研磨,完成
作
業模型を校合器上に戻し,インサイダルピンを
1-1.5mm程度挙上 します｡ヒーティングガ
ンやホットエアバーナーを用いて岐合面を軟化 しすぎ
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C:移動後,吸引,加圧のスイッチを
入れ,10分程度圧接する｡
C:臼歯部後端から除去すると作業模
型から外しやすい｡
図9 辺縁部を移行的に荒研磨する｡
ないよう注意深く軟化 (図10),岐合器を閉じて圧接
を行います (図11)｡ この時,加熟 し過ぎで変形 しな
いよう注意します｡ガス トー チを用いても可能ですが,
火力が強いため変形や焦げが起こりやすいため可能な
図10 ヒーティングガンやホットエアバーナーを用いて
注意深く軟化する｡
らヒーティングガンやホットエアバーナーをお勧めし
ます｡また1回で行おうとせず,何回かに分けて行い
ます｡校合はクレンチング時に前臼歯部が均等に接触
させるか,臼歯部は均等に接触,前歯部は軽 く接触す
る程度に付与 します｡その後,対合歯の圧痕 を0.5mm
程度残るようにバーなどで極力平 らな面に仕上げます
(図12-a,b)｡岐合調整後,辺縁部を移行的に仕上
げて研磨 します｡バ-でなるべく移行的に形態修正後,
辺縁部をヒーティングガンやホットエアバーナーで軟
化 しス-パーシー トR (山八歯材)を圧接すると移行
的にかつ滑沢に仕上がります (図13-a,b,C)0
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図11 唆食器を閉じて圧接する｡
7.日腰)A)装Y^l'
口
腔内に裟JmL,JTT脱時や口交合時 の 痛 みLついr
碓占思します.痛い,あるいは外形か長いPrTかあ
れば削除しますOまた違和感や岬ni感も｡斥入る場合は
後縁部を第1大臼歯まで短くし乱4-.校合の仰向,BtJ
タッピング運動を行ってもらい.矧甜vJ_閲閉口路内ぐ
均等に校合接触 しているかどうか確認し凋軒しまd
(図14-a,b,C)0
a:対合歯の圧痕を0.5mm程度残るようにバーなどで極
力平らな面に仕上げる｡
図12 唆合調塞
b:唆合調整後 (前臼歯接触型)0
a:バーなどで移行的に仕上げる｡ b:辺縁部をヒーティングガンやホッ
トエアバーナーで軟化しスーパー
シートFDを圧接すると移行的にか
つ滑沢に仕上がる｡
図13 辺縁の研磨
a:口腔内に装着し,着脱時や唆合時 b:習慣性開閉口路内で均等に唆合接
の痛みについて確認する｡
8.使用上の注意について
装
触しているかどうか確認し調整す
る｡
図14 口腔内装着
着時,MG初心者の場合は多少の違和感を訴え
ることがあります｡その場合,義歯と同様に使
用 し続けてもらい慣れてもらうことを説明 します｡試
合のみ使用 し,練習中は使用 していないケースもよく
見受けられます｡外傷予防の点から練習中も装着 して
もらうよう指導することが大切です｡使用後,お湯は
使用せず水洗いし,清潔に保管 します｡また高温は変
形の原因になるので高温になる場所 (車の中,暖房な
ど)を避けて保管 してもらいます｡内面に汚れが見ら
れる場合は義歯洗浄剤9)やMG除菌 ･洗浄スプレー'0)
を利用 します｡CMGに穴が開いたり,劣化 した場合
は再製することも説明 しておきます｡また小児,歯科
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C:完成
C:正面観
矯正治療中の選手には事前に歯の萌出,移動のため再
製する必要性があることを説明 しておいた方がいいと
思います｡
おわりに
A 回はオレフィン系成形シー トを用いたシングル
7 レイヤーMGの製作方法を解説 しました｡
CMGを上手に製作するためには,成形器や成形
シー トの特徴を理解 しておく事が重要かと思います｡
本稿がCMG製作経験のある先生方のみならず,これ
から製作 ･提供を始めてみようという先生方にとって
もひとつの参考になれば幸いです｡
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